
       地域のふくし情報 

             

              “地域に信頼され 安心を提供できる 社協を目指して” 

                              発行元 社会福祉法人和泊町社会福祉協議会 

                              発行日 平成２６年 ６月２５日 

 

 社会福祉協議会では、次の役職員体制の下、「誰もが安心して暮らせるまち“和泊町”」の実現 

に向けて、住民主体による地域福祉の充実と組織化に全力で取り組んでまいります。 

≪役 員 紹 介≫ H26,06,01 現在                       （敬称略） 

会 長 竿 田 富 夫 有識者 評    議    員 

副会長 長 田 榮 利 有識者 伊集院周克 区長会代表 榮  富 弘 民児協代表 

理 事 名 島 勝 一 施設代表 大 屋 富 茂 区長会代表 中 村 ス エ 
長寿クラブ代

表 

理 事 長 田 隆 一 教育委員代表 榮  末 雄 区長会代表 村 田 行 夫 
障害者団体代

表 

理 事 森  富 隆 区長会代表 太  直 孝 区長会代表 外山恵美子 母子会代表 

理 事 盛  泰 夫 有識者 竹 下 敏 也 農協代表 佐々木よし子 保護司会代表 

理 事 瀬 川 光 雄 行政代表 南  好 二 商工会代表 吉 峯 実 文 遺族会代表 

監 事 上 原  清 有識者 葉棚美津乃 女性団体代表 葉 棚 文 雄 行政代表 

監 事 松 下 元 文 有識者 安 徳 建 二 ＮＰＯ代表 理事７名、監事２名、評議員１５名 

第三者委員 石 原 純 子 民生委員 中 屋 吉 右 福祉行政経験者 今井フサ子 学識経験者 

≪職 員 状 況≫ 

事  務  局 高齢者福祉部門 障害福祉部門 児童福祉部門  合   計 

７名 ３１名  ８名 ３４名 ８０名 

～町民の皆さまのご理解とご協力をお願い致します～ 

Ⅰ 平成２５年度の主な社協活動（地域福祉活動）の実績について 

  ①相談・支援事業 

高齢者関係 障害者関係 児 童 関 係 そ の 他 合  計 

 ４８件  ６３件  １７件  １１件  １３９件 

  ②福祉サービス利用支援事業（契約件数２４件） 

相談支援  金銭管理  各種手続き 書類等預り 合  計 

７５２件 ７５８件  ２０件   ４件 １５３４件 

   ※判断能力に不安のある方の日常生活を支援する事業です。 

  ③福祉機器リサイクル（貸出）事業（貸付件数：１７件） 

  ④シニアはつらつ（脳トレ）教室開催事業 

   ○教室開催数：５０回（延利用者数：１０５１名）、シニアはつらつ倶楽部（参加数：６５名） 

   ○学習サポーター派遣（延参加者数： ３００名） 

  ⑤暮らし安心・地域支え合い推進事業（コーディネーター１名配置） 

   ○支え合いマップ作成支援（１９回、延参加人数：１８３名） 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=74850&sw=%E3%81%8B%E3%81%9F%E3%81%A4%E3%82%80%E3%82%8A
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   ○住民座談会（９回、延参加人数：８８名） 

   ○ふれあい・いきいきサロン立上・運営支援（２０回、延参加人数：５１４名） 

   ○生活支援サポーター養成講座（１３名） 

  ⑥くらし安心ネットワーク事業 

   ○在宅福祉アドバイザー（１３０名）、訪問支援回数（７８７０回） 

   ○支え合い会議（３８回、延３２９名）、研修会（２回、延１３３名） 

  ⑦生活支援サービス「あぐネット」事業 

   ○生活支援サポーター会員：３０名、利用会員：４３名 

   ○活動件数：１４７件、派遣人数：２３３名 

   ○懇談会（６回、延参加人数：８８名）、あぐネット通信６回発行 

  ⑧介護職員初任者研修事業・・資格取得者：９名（１３６時間） 

  ⑨ボランティアセンター運営事業 

   ○相談件数：１７３件、斡旋件数：１６８件、登録者数：５２７名 

   ○ボランティアスクール・講座（１６回、延参加人数：４８４名）等 

  ⑩赤い羽根共同募金事業（募金総額：１，４９４，７３９円） 

  ⑪赤十字活動（社資総額：１，０７２，５００円） 

   災害救援物資・災害見舞金配布：１３件、赤十字奉仕団研修会（参加人数：５８名） 

  ⑫祭壇貸付事業（貸付件数：８件）・補装具相談会（５回、相談件数：３１件） 

  ⑬スクールソーシャルワーカー活用事業（２名配置、活動件数：１３４件） 

  ⑭福祉団体支援事業（障害者団体・母子寡婦福祉会・遺族会の事務局） 

 

Ⅱ 平成２５年度収支決算の状況（特別会計を含む。） 

 〔収入合計：３２６，９６０，３３０円〕 

① 会  費    １，０７６，４００円 

（２，６９１世帯） 

② 寄 附 金    ２，６４０，８３２円 

③ 補 助 金   ２２，３１３，０００円 

④ 受 託 金   １５，７４８，７００円 

⑤ 事業収入  ２５１，３４６，９０５円 

⑥ 雑 収 入   ３３，８３４，４９３円 

  保育園の児童数の減少が顕著に表れている。 

 逆に、障害福祉サービス（居宅介護、就労支 

 援、障害児通所支援）は増加傾向にある。多 

 種多様化するニーズへの対応が求められる。 

 〔支出合計：２９９，０５１，０８０円〕 

① 人 件 費  ２２０，２３９，９２２円 

② 事 務 費    ５，１２１，２８２円 

③ 事 業 費   ６３，２０６，５７６円 

④ 積立支出    ４，０５３，７２８円 

⑤ 雑 支 出    ６，４２９，５７２円 

  人件費は、利用児者数が昨年比で減少した 

 ことに伴いやや減。施設・設備等の老朽化に 

 よる修繕や取替に係る経費が増加傾向にあり、 

 積立基金や各種補助事業等の活用を含めた財 

 源確保とサービスの質の向上を図るための人 

 材の養成・確保が大きな課題です。 



〔災害時相互応援協定締結〕         〔同行援護事業開始〕 

平成２５年１２月から、障害者総合支援法に基

づき、本会居宅介護事業所において同行援護事業

を開始しました。同行援護とは、視覚障害により

移動に著しい困難を有する方に対し、同行し移動

に必要な情報の提供や援護、食事や排せつ等の介

護を行うサービスで、買い物や通院、講演会や冠

婚葬祭など、様々な行事へも安全に安心して出席

できるようになりました。サービスに従事する職

員も県視聴覚障害者情報センターから歩行訓練指

導員を講師に迎えて、講義と実技指導を行いまし

た。サービス利用手続きは役場保健福祉課へ。 

 近年、奄美地区においても豪雨災害や台風災

害と度重なる自然災害に見舞われました。社協

では災害発生時に災害ボランティアセンターを

設置し、被災者の生活支援やボランティアの活

動支援を行う役割を担っています。そのため、

大規模な災害が発生した際に、職員派遣や資材

提供などの相互支援を円滑に行うことを目的

に、昨年１２月６日奄美市において、大島地区

１２市町村社協の会長出席のもと、災害時相互

応援協定を締結しました。今後は、個人集落単

位での防災対策も重要ですね。 

  〔ふれあい福祉スポーツ大会〕     〔歳末たすけあい街頭募金活動〕 

 第１８回ふれあい福祉スポーツ大会が昨年９月１

日に町民体育館において、開催されました。 

 障害者団体・母子寡婦福祉会の会員やその家族約

１４０名が参加し、高千穂・琴平・国頭・城ヶ丘の

４チームに分かれて、他の大会ではあまり見られな

い車いすや本物のスプーンを使ったユニークな競技

にチャレンジしました。勝敗は二の次。事故もなく

終始笑いの絶えない大会になりました。また、和泊

中・城ヶ丘中の生徒の皆さんが運営ボランティアと

して、競技の試技や準備等、テキパキと動き、大い

に盛り上げていただきました。  

毎年例の歳末たすけあい街頭募金活動が１２月３０

日の午前午後の２回にわたり、行われました。 

年末商戦の真っ只中、商店主のご理解のもと、小 

中学生、地域女性連絡協議会員、民生委員児童委 

員、社協職員等１１７名の参加が得られました。 

 当日は、好天に恵まれ、参加者は、募金の趣旨を

踏まえて、積極的に取り組んでいただき、大きな成

果を上げることができました。集まった募金は、地

域の低所得世帯等に歳末見舞金として、各地区民生

委員児童委員から配分されました。 



 

〔支 え 合 い 会 議〕        〔ふれあい・いきいきサロン〕 
 全ての地域住民が安心して暮らせる福祉のまち 

を実現するために、地区民生委員を中心に見守り 

活動を展開しています。その活動の充実と円滑な 

推進を図るため、各集落で、支え合い会議を開催 

し、集落地図を活用した対象者の選定や担当割、 

対象者の交友関係、危険個所や避難経路等の情報 

を地図に落とし込み、情報を共有化することによ 

り、地域ぐるみで見守る体制の構築が期待されま 

す。見守る側、見守られる側だけでなく、地域に 

暮らす全ての住民が活動に関心を持ち、様々な形 

で関わり連携する地域を目指して頑張りましょう。 

国頭字では、住民座談会において、「高齢者が気

軽に集える場がほしい」との意見から、区長や

民生委員の協力を得て「国頭ぴんぴんサロン」                        

がスタートして、１年が経過しました。今では

月１回、旧公民館に集まり、楽しい時間を過ご

しています。この取り組みは、少しずつ町内に

広がりつつあります。自分たちの楽しむ場を自

分たちで計画するのもわくわくするのでは。社

協では、７月６日（日）にサロンリーダー研修

を計画しています。様々なサロンの紹介も予定

しています。是非、ご参加ください。 

〔花の島沖えらぶジョギング大会〕 

 ハーフコースにおける給水ボランティアに４３ 

名（一般１９名、中学生２４名）が応募していた 

だきました。少し動くだけで汗ばむ陽気の中、例 

年にない多くのランナーの出走と慣れない給水活 

動に大忙し。ランナーの皆さんからのお礼の言葉 

に、暑さと疲れも忘れて無我夢中で活動しまし

た。レース終盤には、最終給水所に全員が集合

し、最終ランナーまでしっかり応援と支援を行い

ました。来年も大会を陰で支えるボランティアの

活動をサポートしていきます。あなたの応募待っ

ています。 

 

  

 

  社会福祉協議会では、住み慣れた地域で安心して暮らしていただくために、公的サービスで 

 は対応が困難な日常生活上のちょっとした困りごとを解決する住民主体の仕組みとして、平成 

 ２４年７月から「生活支援サービスあぐネット」を開始いたしました。事業対象は高齢者や障 

 害者等で、家の掃除や衣類の整理、庭の草取り、買い物等の外出支援などのサービスをボラン 

 ティア精神旺盛な生活支援サポーターが行います。「あぐネット」サービスをご利用になるには、 

 会員登録と利用料金（１時間３００円）が必要となります。  詳細については、下記まで。 

    お問い合わせは、社協事務局（９２－２２９９）までお気軽にご連絡下さい！ 


